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ストレージノードを管理します

Manage Storage Nodes：概要

ストレージノードは、ディスクストレージの容量とサービスを提供します。ストレージ
ノードの管理には次の作業が必要です。

• ストレージオプションの管理

• ストレージボリュームのウォーターマークと、ストレージノードが読み取り専用になったときにウォータ
ーマークの上書きを使用して制御する方法を理解する

• オブジェクトメタデータに使用されるスペースの監視と管理

• 格納オブジェクトのグローバル設定

• ストレージノード設定を適用しています

• 容量が上限に達したストレージノードの管理

ストレージノードとは

ストレージノードは、オブジェクトデータとメタデータを管理および格納します。各
StorageGRID システムには、少なくとも 3 つのストレージノードが必要です。サイトが
複数ある場合は、 StorageGRID システム内の各サイトにも 3 つのストレージノードが
必要です。

ストレージノードには、ディスク上のオブジェクトデータとメタデータを格納、移動、検証し、読み出すため
に必要なサービスとプロセスを提供します。ストレージノードに関する詳細情報は、 * nodes * ページで確認
できます。

ADC サービスとは何ですか？

Administrative Domain Controller （ ADC ）サービスは、グリッドノードとその相互接続を認証します。ADC

サービスは、サイトにある最初の 3 つのストレージノード上でホストされます。

ADC サービスは、サービスの場所や可用性などのトポロジ情報を管理します。あるグリッドノードが別のグ
リッドノードからの情報を必要とする場合や、別のグリッドノードによる処理を必要とする場合、そのグリッ
ドノードは ADC サービスにアクセスして要求に最適なグリッドノードを見つけます。また、 ADC サービス
は StorageGRID 環境の設定バンドルのコピーを保持するため、すべてのグリッドノードは現在の設定情報を
取得できます。ストレージノードの ADC 情報は、グリッドトポロジのページ（ * support * > * Grid topology *

）で表示できます。

分散された処理および孤立した処理に対応するため、各 ADC サービスは、証明書、設定バンドル、およびサ
ービスやトポロジに関する情報を、 StorageGRID システム内の他の ADC サービスと同期します。

一般に、すべてのグリッドノードは少なくとも 1 つの ADC サービスへの接続を維持し、これにより、グリッ
ドノードは常に最新情報にアクセスします。ADC サービスに接続したグリッドノードは他のグリッドノード
の証明書をキャッシュするため、ある ADC サービスが利用できない場合でも既知のグリッドノードを使用し
て引き続き機能できます。新しいグリッドノードが接続を確立するためには、 ADC サービスを使用する必要
があります。
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ADC サービスは接続された各グリッドノードからトポロジ情報を収集します。このグリッドノード情報に
は、 CPU 負荷、使用可能なディスクスペース（ストレージがある場合）、サポートされているサービス、お
よびグリッドノードのサイト ID が含まれます。その他のサービスは、トポロジクエリを介して ADC サービ
スにトポロジ情報を要求します。ADC サービスは、 StorageGRID システムから受信した最新情報で各クエリ
に応答します。

DDS サービスとは何ですか

Distributed Data Store （ DDS ）サービスはストレージノードによってホストされ、 Cassandra データベー
スとのインターフェイスを提供して、 StorageGRID システムに格納されているオブジェクトメタデータに対
してバックグラウンドタスクを実行します。

オブジェクト数

DDS サービスは、 StorageGRID システムに取り込まれたオブジェクトの合計数と、システムでサポートされ
ている各インターフェイス（ S3 または Swift ）を使用して取り込まれたオブジェクトの合計数を追跡しま
す。

すべてのストレージノードについて、ノードページのオブジェクトタブでオブジェクトの総数を確認できま
す。
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クエリ

特定の DDS サービスを使用したメタデータストアに対するクエリの平均実行時間、成功したクエリの合計
数、およびタイムアウト問題 が原因で失敗したクエリの合計数を特定できます。

クエリ情報を確認して、メタデータストアである Cassandra の健常性を監視できます。これは、システムの
取り込みと読み出しのパフォーマンスに影響します。たとえば、平均的なクエリのレイテンシが遅く、タイム
アウトが原因で失敗したクエリの数が多い場合は、メタデータストアの負荷が高いか、または別の処理を実行
中である可能性があります。

整合性の問題が原因で失敗したクエリの合計数を確認することもできます。整合性レベルの問題は、特定の
DDS サービスを使用してクエリを実行した際に使用可能なメタデータストアの数が不足しているために発生
します。

[Diagnostics]ページを使用して、グリッドの現在の状態に関する追加情報 を取得できます。を参照してくださ
い "診断を実行します"。

整合性の保証と制御

StorageGRID は、新しく作成されたオブジェクトのリードアフターライト整合性を保証します。正常に完了
した PUT 処理に続く GET 処理では、新しく書き込まれたデータを読み取ることができます。既存のオブジ
ェクトの上書き、メタデータの更新、および削除の整合性レベルは、結果整合性です。

LDR サービスとは何ですか。

Local Distribution Router （ LDR ）サービスは各ストレージノードによってホストされ、 StorageGRID シス
テムのコンテンツ転送を処理します。コンテンツ転送には、データストレージ、ルーティング、要求処理な
ど、多数のタスクが含まれます。LDRサービスは、データ転送の負荷とデータトラフィック機能を処理するこ
とで、StorageGRID システムのハードワークのほとんどを実行します。

LDR サービスは次のタスクを処理します。

• クエリ

• 情報ライフサイクル管理（ ILM ）のアクティビティ

• オブジェクトの削除

• オブジェクトデータのストレージ

• 別の LDR サービス（ストレージノード）からのオブジェクトデータの転送

• データストレージ管理

• プロトコルインターフェイス（ S3 および Swift ）

また、 LDR サービスは、 StorageGRID システムが取り込まれた各オブジェクトに割り当てる一意な「コン
テンツハンドル」（ UUID ）と S3 および Swift オブジェクトのマッピングを管理します。

クエリ

LDR クエリには、読み出しおよびアーカイブ処理におけるオブジェクトの場所のクエリが含まれます。クエ
リの平均実行時間、成功したクエリの合計数、およびタイムアウト問題 が原因で失敗したクエリの合計数を
特定できます。
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クエリ情報を確認して、メタデータストアの健常性を監視できます。メタデータストアの健常性は、システム
の取り込みと読み出しのパフォーマンスに影響します。たとえば、平均的なクエリのレイテンシが遅く、タイ
ムアウトが原因で失敗したクエリの数が多い場合は、メタデータストアの負荷が高いか、または別の処理を実
行中である可能性があります。

整合性の問題が原因で失敗したクエリの合計数を確認することもできます。整合性レベルの問題は、特定の
LDR サービスを使用してクエリを実行した際に使用可能なメタデータストアの数が不足しているために発生
します。

[Diagnostics]ページを使用して、グリッドの現在の状態に関する追加情報 を取得できます。を参照してくださ
い "診断を実行します"。

ILM アクティビティ

情報ライフサイクル管理（ ILM ）指標を使用すると、 ILM 実装に対してオブジェクトが評価される速度を監
視できます。これらの指標は、ダッシュボードまたは* nodes >*_ Storage Node_>* ILM *で確認できます。

オブジェクトストア

LDR サービスの基盤となるデータストレージは、一定数のオブジェクトストア（ストレージボリュームとも
呼ばれます）に分割されます。各オブジェクトストアは個別のマウントポイントです。

ストレージノードのオブジェクトストアは、ノードページ > ストレージタブで確認できます。

ストレージノード内のオブジェクトストアは、ボリューム ID と呼ばれる 0000 ~ 002F の 16 進数で識別され
ます。最初のオブジェクトストア（ボリューム 0 ）では、 Cassandra データベースのオブジェクトメタデー
タ用にスペースがリザーブされます。このボリュームの残りのスペースはオブジェクトデータに使用されま
す。他のすべてのオブジェクトストアはオブジェクトデータ専用です。オブジェクトデータにはレプリケート
コピーとイレイジャーコーディングフラグメントがあります。

レプリケートコピーのスペース使用量を均等にするために、特定のオブジェクトのオブジェクトデータは、使
用可能なストレージスペースに基づいて 1 つのオブジェクトストアに格納されます。1 つ以上のオブジェクト
ストアの容量を使い果たした場合は、ストレージノード上の容量がなくなるまで、残りのオブジェクトストア
が引き続きオブジェクトを格納します。

メタデータの保護

オブジェクトメタデータは、オブジェクトの変更時刻や格納場所など、オブジェクトに関連する情報またはオ
ブジェクトの概要 です。StorageGRID は Cassandra データベースにオブジェクトメタデータを格納します。
Cassandra データベースは LDR サービスと連携します。
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冗長性を確保してオブジェクトメタデータを損失から保護するために、各サイトでオブジェクトメタデータの
コピーが 3 つ保持されます。このレプリケーションは設定できず、自動的に実行されます。

"オブジェクトメタデータストレージを管理する"

[ストレージ]オプションを使用します

オブジェクトのセグメント化とは

オブジェクトのセグメント化は、オブジェクトを小さな固定サイズのオブジェクトの集
まりに分割して、大きなオブジェクトのストレージとリソースの使用を最適化するプロ
セスです。S3 のマルチパートアップロードでもセグメント化されたオブジェクトが作成
され、各パートを表すオブジェクトが 1 つ作成されます。

オブジェクトが StorageGRID システムに取り込まれると、 LDR サービスはオブジェクトを複数のセグメン
トに分割し、すべてのセグメントのヘッダー情報をコンテンツとして表示するセグメントコンテナを作成しま
す。

セグメントコンテナを読み出す際、 LDR サービスは各セグメントから元のオブジェクトを組み立て、クライ
アントに返します。

コンテナとセグメントは、必ずしも同じストレージノードに格納されるとは限りません。コンテナとセグメン
トは、 ILM ルールで指定されたストレージプール内の任意のストレージノードに格納できます。

各セグメントは StorageGRID システムによって個別に処理され、 Managed Objects や Stored Objects など
の属性の対象としてカウントされます。たとえば、 StorageGRID システムに格納されているオブジェクトが
2 つのセグメントに分割された場合、取り込みが完了すると次のように Managed Objects の値が 3 つ増えま
す。

segment container + segment 1 + segment 2 = three stored objects

大きいオブジェクトを処理する際のパフォーマンスを向上させるには、次の点を確認します。

• 各ゲートウェイおよびストレージノードに、必要なスループットに十分なネットワーク帯域幅があるこ
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と。たとえば、グリッドネットワークとクライアントネットワークは 10Gbps イーサネットインターフ
ェイス上に別々に設定します。

• 必要なスループットに十分な数のゲートウェイノードとストレージノードが導入されていること。

• 各ストレージノードに、必要なスループットに対して十分なディスクI/Oパフォーマンスがある。

ストレージボリュームのウォーターマークとは何ですか？

StorageGRID では、ストレージボリュームのウォーターマークを 3 つ使用して、スペー
スの深刻な低下を発生させる前にストレージノードを読み取り専用状態に安全に移行
し、読み取り専用状態に移行して再び読み取り / 書き込み可能にすることができます。

ストレージボリュームのウォーターマークは、レプリケートオブジェクトデータとイレイジャ
ーコーディングオブジェクトデータに使用されるスペースにのみ適用されます。ボリューム 0

でオブジェクトメタデータ用にリザーブされているスペースについては、を参照してください"

オブジェクトメタデータストレージを管理する"。

Soft Read-Only Watermark とは何ですか？

Storage Volume Soft Read-Only Watermark * は、オブジェクトデータに使用可能なストレージノードのスペ
ースがフルに近づいていることを示す最初のウォーターマークです。

ストレージノード内の各ボリュームの空きスペースがそのボリュームの Soft Read ‐ Only Watermark より少
ない場合、ストレージノードは _read-only mode_に 移行します。読み取り専用モードでは、ストレージノー
ドは StorageGRID システムの他の要素にサービスが読み取り専用であることをアドバタイズしますが、保留
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中の書き込み要求はすべて実行します。

たとえば、ストレージノード内の各ボリュームにソフト読み取り専用の Watermark が 10GB の場合、各ボリ
ュームの空きスペースが 10GB 未満になると、ストレージノードはソフト読み取り専用モードに移行しま
す。

Hard Read-Only Watermark とは何ですか？

Storage Volume Hard Read-Only Watermark * は、オブジェクトデータに使用可能なノードのスペースがフル
に近づいていることを示す 2 つ目のウォーターマークです。

ボリュームの空きスペースがそのボリュームのハード読み取り専用ウォーターマークよりも小さい場合、ボリ
ュームへの書き込みは失敗します。ただし、他のボリュームへの書き込みは、それらのボリュームの空きスペ
ースがハード読み取り専用のウォーターマークよりも少なくなるまで続行できます。

たとえば、ストレージノード内の各ボリュームに Hard Read-Only Watermark が 5GB の状態であるとしま
す。各ボリュームの空きスペースが 5GB 未満になると、ストレージノードは書き込み要求を受け付けなくな
ります。

Hard Read-Only Watermark は、常に Soft Read-Only Watermark より小さくなります。

Read-Write Watermark とは何ですか

読み取り専用モードに移行した * Storage Volume Read-Write Watermark * 専用環境 ストレージノード。ま
た、ノードが再度読み取り / 書き込み可能になるタイミングを決定します。ストレージノード内のいずれかの
ストレージボリュームの空きスペースがそのボリュームの Read-Write Watermark より大きい場合、ノードは
自動的に読み取り / 書き込み状態に戻ります。

たとえば、ストレージノードが読み取り専用モードに移行したとします。また、各ボリュームの Read-Write

Watermark が 30GB であるとします。ボリュームの空きスペースが 30GB に増えると、そのノードは再び読
み取り / 書き込み可能になります。

Read-Write Watermark は、 Soft Read-Only Watermark および Hard Read-Only Watermark より常に大きくな
ります。

ストレージボリュームのウォーターマークを表示する

現在のウォーターマーク設定とシステムに最適化された値を表示できます。最適化された透かしが使用されて
いない場合は、設定を調整できるかどうかを判断できます。

作業を開始する前に

• StorageGRID 11.6以降へのアップグレードが完了している。

• を使用して Grid Manager にサインインします "サポートされている Web ブラウザ"。

• Root アクセス権限が割り当てられている。

現在の透かし設定を表示します

Grid Manager で、現在のストレージのウォーターマーク設定を表示できます。

手順

1. * 設定 * > * システム * > * ストレージ・オプション * を選択します。
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2. [ ストレージ・ウォーターマーク ] セクションで '3 つのストレージ・ボリュームのウォーターマークの上
書きに関する設定を確認します

◦ ウォーターマークの上書きが * 0 * の場合、 3 つのウォーターマークはすべてストレージノードのサイ
ズとボリュームの相対容量に基づいて、各ストレージノード上の各ストレージボリュームに対して最
適化されます。

これがデフォルトで推奨される設定です。これらの値は更新しないでください。必要に応じて、を実
行できます [最適化されたストレージウォーターマークを表示する]。

◦ ウォーターマークの上書きが 0 以外の値の場合は ' カスタム ( 最適化されていない ) ウォーターマーク
が使用されますカスタム透かし設定の使用はお勧めしません。の手順を使用します "ロー読み取り専用
のウォーターマーク上書きアラートのトラブルシューティング" 設定を調整できるかどうかを判断する
には、次の手順に従います。

最適化されたストレージウォーターマークを表示する

StorageGRID は、 2 つの Prometheus 指標を使用して、 * Storage Volume Soft Read-Only Watermark * に対
して計算された最適値を表示します。グリッド内の各ストレージノードの最適化された最小値と最大値を表示
できます。

1. [support>] 、 [*Tools] 、 [*Metrics] の順に選択します。

2. Prometheus セクションで、 Prometheus ユーザインターフェイスへのリンクを選択します。

3. 推奨されるソフト読み取り専用の最小ウォーターマークを確認するには、次の Prometheus 指標を入力
し、 * Execute * を選択します。

storagegrid_storage_volume_minimum_optimized_soft_readonly_watermark

最後の列には、各ストレージノード上のすべてのストレージボリュームに対して Soft Read-Only
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Watermark の最小最適値が表示されます。この値が * Storage Volume Soft Read ‐ Only Watermark *

のカスタム設定より大きい場合、ストレージノードに対して * Low read-only watermark override * アラー
トがトリガーされます。

4. 推奨されるソフト読み取り専用の最大ウォーターマークを確認するには、次の Prometheus 指標を入力
し、 * Execute * を選択します。

storagegrid_storage_volume_maximum_optimized_soft_readonly_watermark

最後の列には、各ストレージノード上のすべてのストレージボリュームに対して Soft Read-Only

Watermark の最大最適値が表示されます。

オブジェクトメタデータストレージを管理する

StorageGRID システムのオブジェクトメタデータ容量は、そのシステムに格納できるオ
ブジェクトの最大数を制御します。StorageGRID システムに新しいオブジェクトを格納
するための十分なスペースを確保するには、 StorageGRID がオブジェクトメタデータを
格納する場所と方法を理解する必要があります。

オブジェクトメタデータとは

オブジェクトメタデータは、オブジェクトについて記述された任意の情報です。StorageGRID では、オブジ
ェクトメタデータを使用してグリッド全体のすべてのオブジェクトの場所を追跡し、各オブジェクトのライフ
サイクルを継続的に管理します。

StorageGRID のオブジェクトの場合、オブジェクトメタデータには次の種類の情報が含まれます。

• システムメタデータ（各オブジェクトの一意の ID （ UUID ）、オブジェクト名、 S3 バケットまたは
Swift コンテナの名前、テナントアカウントの名前または ID 、オブジェクトの論理サイズ、オブジェクト
の作成日時など）、 オブジェクトが最後に変更された日時。

• オブジェクトに関連付けられているカスタムユーザメタデータのキーと値のペア。

• S3 オブジェクトの場合、オブジェクトに関連付けられているオブジェクトタグのキーと値のペア。

• レプリケートオブジェクトコピーの場合、各コピーの現在の格納場所。

• イレイジャーコーディングオブジェクトコピーの場合、各フラグメントの現在の格納場所。

• クラウドストレージプール内のオブジェクトコピーの場合、外部バケットの名前とオブジェクトの一意の
識別子を含むオブジェクトの場所。

• セグメント化されたオブジェクトやマルチパートオブジェクトの場合、セグメント ID とデータサイズ。

オブジェクトメタデータの格納方法

StorageGRID は Cassandra データベースにオブジェクトメタデータを保持し、 Cassandra データベースはオ
ブジェクトデータとは別に格納されます。冗長性を確保し、オブジェクトメタデータを損失から保護するため
に、 StorageGRID は各サイトのシステム内のすべてのオブジェクトにメタデータのコピーを 3 つずつ格納し
ます。

この図は、 2 つのサイトのストレージノードを表しています。各サイトには同じ量のオブジェクトメタデー
タが格納され、各サイトのメタデータがそのサイトのすべてのストレージノードに分割されます。
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オブジェクトメタデータの格納先

この図は、単一のストレージノードのストレージボリュームを表しています。

図に示すように、 StorageGRID は各ストレージノードのストレージボリューム 0 にオブジェクトメタデータ
用のスペースをリザーブします。リザーブスペースを使用してオブジェクトメタデータを格納し、重要なデー
タベース処理を実行します。ストレージボリューム 0 の残りのスペースとストレージノード内のその他すべ
てのストレージボリュームは、オブジェクトデータ（レプリケートコピーとイレイジャーコーディングフラグ
メント）専用に使用されます。

特定のストレージノードでオブジェクトメタデータ用にリザーブされるスペースの量は、いくつかの要因によ
って異なります。以下にその例を示します。

Metadata Reserved Space の設定

Metadata Reserved Space _ は、各ストレージノードのボリューム 0 でメタデータ用にリザーブされるスペー
スの量を表すシステム全体の設定です。次の表に示すように、この設定のデフォルト値は次の基準に基づいて

10



います。

• StorageGRID の最初のインストール時に使用していたソフトウェアバージョン。

• 各ストレージノード上の RAM の容量。

StorageGRID
の初期インストールに使用するバ
ージョン

ストレージノード上の RAM の容量 Metadata Reserved

Spaceのデフォルト設定

11.5から11.7 グリッド内の各ストレージノード
で 128GB 以上

8 TB （ 8 、 000 GB ）

グリッド内の任意のストレージノ
ードで 128GB 未満

3TB （ 3 、 000GB ）

11.1 ～ 11.4 いずれかのサイトの各ストレージ
ノードで 128GB 以上

4TB （ 4 、 000GB ）

各サイトのストレージノードで
128GB 未満

3TB （ 3 、 000GB ）

11.0 以前 任意の金額 2TB （ 2 、 000 GB ）

Metadata Reserved Space設定を表示します

StorageGRID システムのMetadata Reserved Space設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

1. * 設定 * > * システム * > * ストレージ・オプション * を選択します。

2. Storage Watermarks テーブルで、 * Metadata Reserved Space * を探します。
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スクリーンショットでは、「 * Metadata Reserved Space * 」の値が 8 、 000 GB （ 8 TB ）になっていま
す。各ストレージノードに128GB以上のRAMが搭載されているStorageGRID 11.6以降の新規インストールで
は、これがデフォルト設定です。

メタデータ用にリザーブされている実際のスペース

システム全体の Metadata Reserved Space 設定とは異なり、オブジェクトメタデータ用の実際のリザーブス
ペースは、ストレージノードごとに決定されます。ある特定のストレージノードについて、メタデータ用に実
際にリザーブされるスペースは、ノードのボリューム 0 のサイズとシステム全体の * Metadata Reserved

Space * 設定によって異なります。

ノードのボリューム 0 のサイズ メタデータ用にリザーブされている実際のスペース

500GB 未満（非本番環境で使用） ボリューム 0 の 10%

500GB 以上 次の値のうち小さい方：

• ボリューム 0

• Metadata Reserved Space の設定

メタデータ用に実際にリザーブされているスペースを表示する

特定のストレージノードでメタデータ用に実際にリザーブされているスペースを表示する手順は、次のとおり
です。

手順

1. Grid Manager から * nodes * > * _ Storage Node_* を選択します。

2. [ * ストレージ * ] タブを選択します。

12



3. [Storage Used - Object Metadata]グラフにカーソルを合わせ、* Actual Reserved *の値を確認します。

スクリーンショットでは、実際の予約数 * の値は 8TB です。このスクリーンショットは、 StorageGRID 11.6

を新規にインストールした大規模ストレージノードのものです。システム全体の Metadata Reserved Space

設定がこのストレージノードのボリューム 0 よりも小さいため、このノードの実際のリザーブスペースは
Metadata Reserved Space 設定と同じです。

実際にリザーブされているメタデータスペースの例

バージョン11.7を使用して新しいStorageGRID システムをインストールするとします。この例では、各スト
レージノードの RAM が 128GB を超え、ストレージノード 1 （ SN1 ）のボリューム 0 が 6TB であるとしま
す。次の値に基づきます。

• システム全体の * Metadata Reserved Space * が 8TB に設定されている（各ストレージノードのRAM

が128GBを超える場合、新しいStorageGRID 11.6以降のインストールのデフォルト値です）。

• SN1 のメタデータ用にリザーブされている実際のスペースは 6TB です。（ボリューム 0 が * Metadata

Reserved Space * 設定より小さいため、ボリューム全体がリザーブされます）。

許可されているメタデータスペースです

メタデータ用に実際に予約されている各ストレージノードは、オブジェクトメタデータに使用できるスペース
（許容されるメタデータスペース _ ）と、重要なデータベース処理（コンパクションや修復など）や将来の
ハードウェアおよびソフトウェアのアップグレードに必要なスペースに分割されます。許可されるメタデータ
スペースは、オブジェクトの全体的な容量を決定します。

13



次の表に、各ストレージノードのメモリ容量とメタデータ用に実際にリザーブされているスペースに基づい
てStorageGRID で許容されるメタデータスペース*がどのように計算されるかを示します。

ストレージノード上のメモリ容量

< 128 GB = 128 GB メタデータ用に実際にリザーブさ
れているスペース

⇐4 TB メタデータ用に
リザーブされて
いる実際のスペ
ースの 60% 、最
大 1.32TB

メタデータ用にリザーブされてい
る実際のスペースの 60% 。最大
1.98 TB

4 TB

許可されているメタデータスペースを表示する

ストレージノードで許可されているメタデータスペースを表示するには、次の手順を実行します。

手順

1. Grid Manager から * nodes * を選択します。
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2. ストレージノードを選択します。

3. [ * ストレージ * ] タブを選択します。

4. [Storage Used - object metadata]グラフにカーソルを合わせ、* allowed *の値を確認します。

スクリーンショットでは、「許可」の値は3.96TBです。これは、メタデータ用に実際にリザーブされている
スペースが4TBを超えるストレージノードの最大値です。

「 * Allowed * 」の値は、次の Prometheus 指標に対応します。

storagegrid_storage_utilization_metadata_allowed_bytes

許可されるメタデータスペースの例

バージョン 11.6 を使用して StorageGRID システムをインストールするとします。この例では、各ストレージ
ノードの RAM が 128GB を超え、ストレージノード 1 （ SN1 ）のボリューム 0 が 6TB であるとします。次
の値に基づきます。

• システム全体の * Metadata Reserved Space * が 8TB に設定されている（各ストレージノードのRAM

が128GBを超える場合のStorageGRID 11.6以降のデフォルト値です）。

• SN1 のメタデータ用にリザーブされている実際のスペースは 6TB です。（ボリューム 0 が * Metadata

Reserved Space * 設定より小さいため、ボリューム全体がリザーブされます）。

• SN1でのメタデータの許容スペースは、に示す計算に基づいて3TBです メタデータに使用できるスペース
の表：（メタデータ用に実際にリザーブされるスペース−1TB）×60%、最大3.96TB。

サイズの異なるストレージノードがオブジェクト容量に与える影響

前述したように、 StorageGRID は各サイトのストレージノードにオブジェクトメタデータを均等に分散しま
す。このため、サイトにサイズが異なるストレージノードがある場合、サイトで一番小さいノードがサイトの
メタデータ容量を決定します。

次の例を考えてみましょう。

• サイズの異なる 3 つのストレージノードを含む単一サイトのグリッドがある。
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• Metadata Reserved Space * の設定は 4TB です。

• ストレージノードには、リザーブされている実際のメタデータスペースと許可されているメタデータスペ
ースについて、次の値があります。

ストレージノード ボリューム 0 のサイズ リザーブされている実際
のメタデータスペースで
す

許可されているメタデー
タスペースです

SN1. 2.2 TB 2.2 TB 1.32TB をサポートしま
す

SN2. 5 TB 4 TB 1.98 TB

SN3 6TB 4 TB 1.98 TB

オブジェクトメタデータはサイトのストレージノード間で均等に分散されるため、この例の各ノードが格納で
きるメタデータは 1.32TB です。SN2およびSN3で使用できる追加の0.66TBのメタデータスペースは使用でき
ません。

同様に、 StorageGRID は各サイトで StorageGRID システムのすべてのオブジェクトメタデータを管理する
ため、 StorageGRID システム全体のメタデータ容量は最小サイトのオブジェクトメタデータ容量で決まりま
す。

また、オブジェクトメタデータの容量はオブジェクトの最大数に制御されるため、一方のノードがメタデータ
の容量を超えると、実質的にグリッドがフルになります。

関連情報

• 各ストレージノードのオブジェクトメタデータ容量を監視する方法については、の手順を参照してくださ
い "StorageGRID の監視"。

• システムのオブジェクトメタデータ容量を増やすには、 "グリッドを展開します" 新しいストレージノード
を追加する。

格納オブジェクトを圧縮します

オブジェクトの圧縮を有効にすると、StorageGRID に格納されているオブジェクトのサ
イズを縮小して、オブジェクトによるストレージ消費量を削減できます。

作業を開始する前に

16

https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/monitor/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/storagegrid-117/expand/index.html


• を使用して Grid Manager にサインインします "サポートされている Web ブラウザ"。

• 特定のアクセス権限が必要です。

このタスクについて

デフォルトでは、オブジェクトの圧縮は無効になっています。圧縮を有効にすると、StorageGRID はロスレ
ス圧縮を使用して各オブジェクトを保存時に圧縮しようとします。

この設定を変更すると、新しい設定が適用されるまで約 1 分かかります。設定した値は、パフ
ォーマンスと拡張用にキャッシュされます。

オブジェクトの圧縮を有効にする前に、次の点に注意してください。

• 格納されているデータが圧縮可能であることがわかっている場合を除き、*[Compress stored objects]*を
選択しないでください。

• StorageGRID にオブジェクトを保存するアプリケーションは、オブジェクトを圧縮してから保存すること
があります。クライアントアプリケーションがすでにオブジェクトを圧縮してからStorageGRID に保存し
ている場合は、このオプションを選択してもオブジェクトのサイズがさらに縮小されることはありませ
ん。

• StorageGRID でNetApp FabricPool を使用している場合は、[Compress Stored Objects]*を選択しないでく
ださい。

• [Compress stored objects]*を選択した場合は、S3およびSwiftクライアントアプリケーションで、返され
るバイト数の範囲を指定するGET Object処理を実行しないようにする必要があります。StorageGRID は
要求されたバイトにアクセスするためにオブジェクトを圧縮解除する必要があるため ' これらの “range

read” 操作は非効率的です非常に大きなオブジェクトから小さい範囲のバイト数を要求する GET Object

処理は特に効率が悪く、たとえば、 50GB の圧縮オブジェクトから 10MB の範囲を読み取る処理は非効率
的です。

圧縮オブジェクトから範囲を読み取ると、クライアント要求がタイムアウトする可能性があります。

オブジェクトを圧縮する必要があり、クライアントアプリケーションが範囲読み取りを使
用する必要がある場合は、アプリケーションの読み取りタイムアウトを増やしてくださ
い。

手順

1. * configuration > System > Object compression *を選択します。

2. [Compress stored objects]*チェックボックスを選択します。

3. [ 保存（ Save ） ] を選択します。

ストレージノード設定

各ストレージノードでは、複数の設定とカウンタを使用します。アラーム（従来のシス
テム）をクリアするには、現在の設定の表示またはカウンタのリセットが必要になる場
合があります。
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ドキュメントで特に指示された場合を除き、ストレージノード設定を変更する前にテクニカル
サポートにお問い合わせください。必要に応じて、イベントカウンタをリセットしてレガシー
アラームをクリアできます。

ストレージノードの設定とカウンタにアクセスするには、次の手順を実行します。

手順

1. サポート * > * ツール * > * グリッドトポロジ * を選択します。

2. 「 * site * > * _ Storage Node* 」を選択します。

3. ストレージノードを展開し、サービスまたはコンポーネントを選択します。

4. [* 構成 *] タブを選択します。

次の表に、ストレージノードの構成設定をまとめます。

LDR

属性名（ Attribute Name ） コード 説明

HTTP State のことです HSTE S3、Swift、およびその他の内部StorageGRID トラフ
ィックのHTTPの現在の状態。

• Offline ：処理は許可されず、クライアントアプリ
ケーションが LDR サービスへの HTTP セッショ
ンを開こうとするとエラーメッセージが表示され
ます。アクティブなセッションは正常終了しま
す。

• Online ：処理は正常に続行されます

HTTP を自動起動します HTAS • このオプションを選択すると、再起動時のシステ
ムの状態は * LDR * > * Storage * コンポーネント
の状態によって異なります。再起動時に * ldr*>*

Storage* コンポーネントが読み取り専用の場合、
HTTP インターフェイスも読み取り専用で
す。LDR * > * Storage * コンポーネントが Online

の場合、 HTTP も Online になります。それ以外
の場合は、 HTTP インターフェイスは Offline 状
態のままです。

• 選択しない場合、 HTTP インターフェイスは明示
的に有効にするまで Offline のままです。

LDR> データストア

属性名（ Attribute Name ） コード 説明

Lost Objects 数をリセットします RCOR このサービス上にある損失オブジェクト数のカウン
タをリセットします。
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LDR > Storage の順にクリックします

属性名（ Attribute Name ） コード 説明

ストレージの状態 — 望ましい SSD ストレージコンポーネントに求める状態をユーザが
設定できます。LDR サービスはこの値を読み取り、
指定されたステータスに一致するように試みます。
この値は、再起動後も維持されます。

たとえば、この設定を使用すると、使用可能なスト
レージスペースが十分にある場合でも、ストレージ
を強制的に読み取り専用にすることができます。こ
れはトラブルシューティングに役立ちます。

この属性には次のいずれかの値を指定できます。

• Offline ：目的の状態が Offline の場合、 LDR サー
ビスは * LDR * > * Storage * コンポーネントをオ
フラインにします。

• Read-only ： LDR サービスはストレージを読み
取り専用にし、新しいコンテンツの受け入れを停
止します。開いているセッションが閉じられるま
での短時間の間、コンテンツが引き続きストレー
ジノードに保存される可能性があります。

• Online ：通常のシステム運用中は、値を Online

のままにします。ストレージの状態 — ストレー
ジコンポーネントの現在の状態は ' 使用可能なオ
ブジェクトストレージ容量などの LDR サービス
の状態に基づいてサービスによって動的に設定さ
れますスペースが少ない場合、コンポーネントは
読み取り専用になります。

ヘルスチェックタイムアウト SHCT ストレージボリュームが正常であるとみなされるた
めに、ヘルスチェックテストが完了する必要のある
秒数。この値は、サポートから指示があった場合に
のみ変更してください。

LDR > Verification の順に選択します

属性名（ Attribute Name ） コード 説明

欠落オブジェクト数のリセット VCMI OMIS （ Missing Objects Detected ）の数をリセット
します。オブジェクトの存在チェックが完了した後
にのみ使用します。欠落しているレプリケートオブ
ジェクトデータは、 StorageGRID システムによって
自動的にリストアされます。
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属性名（ Attribute Name ） コード 説明

検証レート VPRI （ VPRI ） バックグラウンド検証を実行する際のレートを設定
します。バックグラウンド検証レートの設定に関す
る情報を参照してください。

破損オブジェクト数のリセット VCCR バックグラウンド検証中に見つかった、破損してい
るレプリケートされたオブジェクトデータのカウン
タをリセットします。このオプションを使用する
と、 OCOR （ Corrupt Objects Detected ）アラーム
の状態をクリアできます。

隔離オブジェクトを削除します OQRT の場合 破損したオブジェクトを隔離ディレクトリから削除
し、隔離されたオブジェクトの数をゼロにリセット
して、 Quarantined Objects Detected （ OQRT ）ア
ラームをクリアします。このオプションは、破損し
たオブジェクトが StorageGRID システムによって自
動的にリストアされたあとに使用します。

Lost Objects アラームがトリガーされた場合、テクニ
カルサポートが隔離されたオブジェクトにアクセス
を試みる可能性があります。隔離されたオブジェク
トが、データのリカバリや、オブジェクトコピーの
破損の原因となった根本的な問題のデバッグに役立
つ場合があります。

LDR> イレイジャーコーディング

属性名（ Attribute Name ） コード 説明

書き込みエラー数をリセットしま
す

RSWF イレイジャーコーディングオブジェクトデータのス
トレージノードへの書き込みエラーのカウンタをリ
セットします。

読み取りエラー数をリセットしま
す

RSRF イレイジャーコーディングオブジェクトデータのス
トレージノードからの読み取りエラーのカウンタを
リセットします。

Reset Deletes Failure Count （エ
ラーカウントをリセット）

自衛隊 イレイジャーコーディングオブジェクトデータのス
トレージノードからの削除エラーのカウンタをリセ
ットします。

破損コピーのリセット検出数 RSCC ストレージノード上にあるイレイジャーコーディン
グオブジェクトデータの破損コピー数のカウンタを
リセットします。

破損フラグメントのリセット検出
数

RSCD ストレージノード上にあるイレイジャーコーディン
グオブジェクトデータの破損フラグメントのカウン
タをリセットします。
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属性名（ Attribute Name ） コード 説明

欠落フラグメントの検出数をリセ
ットします

RSMD ストレージノード上にあるイレイジャーコーディン
グオブジェクトデータの欠落フラグメントのカウン
タをリセットします。オブジェクトの存在チェック
が完了した後にのみ使用します。

LDR > Replication の順に選択します

属性名（ Attribute Name ） コード 説明

インバウンドレプリケーションエ
ラー数をリセットします

RICR インバウンドレプリケーションエラーのカウンタを
リセットします。これを使用すると、 RIRF （
Inbound Replication - - Failed ）アラームをクリアで
きます。

アウトバウンドレプリケーション
のエラー数をリセットします

ROCR アウトバウンドレプリケーションエラーのカウンタ
をリセットします。これを使用すると、 RORF （
Outbound Replications - - Failed ）アラームをクリア
できます。

インバウンドレプリケーションを
無効にします

DSIR メンテナンスまたは手順 のテストの一環としてイン
バウンドレプリケーションを無効にする場合に選択
します。通常の運用中はオフのままにします。

インバウンドレプリケーションを無効にすると、オ
ブジェクトをストレージノードから読み出し
てStorageGRID システム内の別の場所にコピーする
ことはできますが、他の場所からこのストレージノ
ードにオブジェクトをコピーすることはできませ
ん。つまり、LDRサービスは読み取り専用です。

アウトバウンドレプリケーション
を無効にします

DSOR メンテナンスまたは手順 のテストの一環としてアウ
トバウンドレプリケーション（ HTTP 読み出し用の
コンテンツ要求を含む）を無効にする場合に選択し
ます。通常の運用中はオフのままにします。

アウトバウンドレプリケーションを無効にすると、
このストレージノードにオブジェクトをコピーする
ことはできますが、ストレージノードからオブジェ
クトを読み出してStorageGRID システム内の別の場
所にコピーすることはできません。LDR サービスは
書き込み専用です。

ストレージノードがいっぱいになったときの管理

ストレージノードの容量が上限に達した場合は、新しいストレージを追加して
StorageGRID システムを拡張する必要があります。ストレージボリュームの追加、スト
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レージ拡張シェルフの追加、ストレージノードの追加の 3 つのオプションがあります。

ストレージボリュームを追加します

各ストレージノードは最大数のストレージボリュームをサポートします。定義されている最大値はプラットフ
ォームによって異なります。ストレージノードのストレージボリュームが最大数より少ない場合は、ボリュー
ムを追加して容量を増やすことができます。の手順を参照してください "StorageGRID システムの拡張"。

ストレージ拡張シェルフを追加する

SG6060 などの一部の StorageGRID アプライアンスストレージノードで、追加のストレージシェルフがサポ
ートされます。拡張機能が最大容量まで拡張されていない StorageGRID アプライアンスがある場合は、スト
レージシェルフを追加して容量を増やすことができます。の手順を参照してください "StorageGRID システム
の拡張"。

ストレージノードを追加します

ストレージノードを追加してストレージ容量を増やすことができます。ストレージを追加する場合は、現在ア
クティブな ILM ルールと容量の要件について慎重に検討する必要があります。の手順を参照してください
"StorageGRID システムの拡張"。
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